
地域研修は2004年度から始まったフィールドワーク型講義で、毎
年経済学部の20以上のゼミ、学生300人以上が参加しています。大
貝ゼミは地域活性化の視点から、別海町で地域研修を行ないまし
た。この研修で着目したのが、別海町のまちおこし「ご当地グル
メ」として話題のジャンボホタテバーガー。地元海産物のホタテ
を具材に使い、生乳生産量日本一のジャンボ牛乳がセットになっ
ています。（関連記事は４ページ）

地域研修・別海ジャンボホタテバーガー
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るということだけではなく、地域の役に立っ
ていこうということをより意識してきました。
当初から少なからずそういうことはあったの
ですが、それをシラバスでも明確にしたのが
2010年からで、まさに地域経済学科の「地
域に貢献出来る人材を‥」という理念と整合
的な形に発展してきたのだと思います。地域
研修には多様な実施形態があります。例えば

地域住民へのアン
ケート調査を行い
生活の実態も調べ
て、それを地域政
策に活用していく
などです。このよう
に貢献という面が
より深まって来まし
た。これもやはり
各教員のこれまで

の蓄積があってのことだと思います。ちなみ
に 2006年度からは経済学科生も特別講義の
枠を使って履修できるようにしました。その
後のマイナーチェンジで、地域研修という科
目が正式に経済学科のカリキュラムにも組み
込まれたということですね。
小坂●私もその段階で初めて行くようにした
のです。学生を連れて工場見学に行くという
のは元々やっていたので、こういうのも地域
研修であってもいいのかなと思い、制度が変
わった時に加わりました。

済学科もまさに地域で担い手となって先頭に
立てるような若者を育てるための教育という
位置づけ、これが一番目の柱だと思います。
もうひとつは、どうしても北海道は東京にい
つも目を向ける中央志向が強いところだと思
うのですが、そうではなく、北海道を中央に
しようと。地域を考える時に、当然東京から
見てどうかという発想になるのだと思うので
すが、逆に、北海道を真ん中において考える。
たとえば隣のロシアや中国、韓国なんかにつ
いても北海道からどう見るかという発想です。
北海道を中心にした発想に立つ地域経済論
というのを作らないと駄目じゃないかと。東
京経由ではなく、直接ロシア・韓国・中国に
行くという発想で、北海道の経済なり政治の
しくみを作るような地域経済論を考える必要
があると思います。これがもうひとつの柱で
す。この 10年でどこまでやれたかは別として
も、考え方の基礎にはそういう軸があって今
まで進めて来ました。カリキュラムも、基本
的にはそういうことで構想されています。

地域の現場に学ぶ地域研修　
浅妻●外に見える形で地域経済学科の理念
に対応する授業としては、やはり地域研修が
あげられると思います。地域研修は 2 年次
の科目なので地域経済学科が開設された翌
年の、2004年から開始されたと思います。私
は経済学科所属ですが、地域研修を 2004
年以降見てきました。最初のうちは、立ち上
がったばかりということで、まずは地域に行っ
て現場を見てみようと。地域経済の実態をま
ず把握しようというところが主眼に置かれて
いたと思います。その後、各教員も様々な経
験、どういう地域に行けばより経済のリアル
な実態を見られるかとか、もちろん人のつな
がりもありますよね、そういうのをどんどん蓄
積して行く中で、地域研修のあり方も徐々に
変わって来て、地域経済学科の理念により
近い物になってきているのではないかと思い
ます。特に、地域の現場を見るというところ
から、2010年からですけれども、地域貢献
という観点がより明確に示されたことが象徴
的です。訪れていろいろ話を聞いて、大学の
勉強、机上の勉強と結びつけるということだ
けでなく、一歩踏み出してその成果を地域の
発展につなげていこうと。自分たちが吸収す

なぜ地域経済学科ができたのか
小坂●地域経済学科開設から10 年が経ちま
した。地域経済学科を作ることになった経
緯ですが、それまでの経済学部は経済学科・
経営学科の２学科で、経営学科が長年持ち
続けて来た希望で、独立したいということが
ありました。経営学科が独立した後も今まで
同様にバランス良く２学科体制にすることに
なりました。様々な案が出たのですが、経済
学部は元々出発した時からある意味「地域経
済学部」だったということが決め手になりま
した。「北海道の経済・地域開発に貢献出来
る人材を育成する」というのは経済学部が出
来た時からの理念だったのです。考え方とし
ては北海学園大学経済学部の一番のウリを
学科名につけたということだと思います。２
学科を並べると、なんとなく地域が弱くなる
のですが、本来経済学部が持っていた中身
を表すとしたら、地域経済学科になるのでは

ないかというところ
に落ち着いたので
す。ですから地域
経済学科も、結局
は地域に貢献出来
る学生をいかにし
て送り出すかとい
う願いから作った
ということになりま
す。

浅妻●今までの学部の特徴を学科名にした
と。
小坂●そうですね。ただ、もちろん学部創
設の頃と 2003年の地域経済学科を作り、新
しい経済学部とした時の時代のずれがある
ので、新しく何を付け加えるかは議論になり
ました。時代の反映としてグローバリゼーショ
ンとか、北海道そのものが大きく変わってお
り、地域経済といっても今の状況に合わせ
た内容にしないといけないということでした。
そこには二つの柱があると思います。以前だ
と中央に請願してお金をよこせとかいう形の
運動や企業誘致という発想が多かったと思う
のですが、もう、そういう時代ではない。北
海道の中でどうするかということを考えなきゃ
いけない。そうすると、これからの担い手で
ある若い人が、そういう発想を持てるように
教育についても考えなきゃいけない。地域経

浅妻●地域を訪れ、宿泊なり飲食をするとい
うこと自体実は相当な地域貢献になっている
視点も重要ですね。
小坂●私のゼミは 30数人だから、毎回かな
り貢献をしていますね。確かに現地に行き、
アンケート調査をしたり直接話を聞いたりと
いう経験、教室では得られない勉強ができ
ることが地域研修の一番の魅力だと思いま

小坂 直人 教授

浅妻 裕 教授

2 econ. 特集 地域経済学科の10 年を語る

●地域研修報告書（右）と資料編（左）

特集 地域経済学科の10年を語る‼
—北海道における21世紀にあたっての新しい地域づくり、街づくり、村おこしの担い手と、その新しい芽を育てて
いくこと、それを一番重要なテーマとしたのだと僕は思います—2003年に開設された地域経済学科を語る座談会
（2003年発行econ.no.8）で、高原一隆教授が「地域経済学科が目指すこと」として語った言葉です。それから10
年、地域経済学科の現在を三人の先生方に新たな視点から語っていただきました。

●小坂直人教授 ●浅妻裕教授 ●大貝健二准教授記念座談会



す。それと私の場合には、２年生と３年生が
普段は別授業だから、一緒になるのが地域
研修の場だけなのです。そこで違う学年が交
流できるのです。年に一回しかないから、い
ろんな意味で複合的な場になっています。
浅妻●単なる親睦ではなくて、同じ研究、ハー
ドな研修の日程をこなして強まる絆というの
もありますよね。
小坂●それと同時に、経済学部、特に経済
学科の科目の中には伝統的な文献学で進め
ていく分野もあるので、それはそれで深めて
いくのは必要だと思います。
大貝●私は学科のカリキュラムとして地域研
修が軌道に乗った 2009年以降に行っていま
す。最初は苦労しましたね。着任初年度から
地域研修をやることになり、つてが全くない
中でどこに行くのだと悩みました。二年目は、
帯広市に行きました。帯広市が、中小企業
振興基本条例という条例を作っていて、その
条例にどういう意味があるのかということや、
地域の製造業を数社訪問して、現在の取り
組みや、地域の問題を教えてもらいました。
私自身のスタンスは「現場から学べ」です。
先進的な取り組みは、文献やレポートに書か
れているのですが、それらは書かれている時
点で過去形です。つまりタイムラグがあるわ
けです。その後にどのような状況や問題が起
こっているのか、あるいは新しい取り組みが
出て来ているのかということは、現場に行か
ないと分からない。常にアンテナを張り巡ら
せています。また、私のゼミで徹底している
のはアポイントメントについてです。企業訪
問する時にはアポイントメントを学生にとらせ
ます。趣旨説明や訪問日時を確認して「行く
ぞ！」という形でやるんです。まだあまり上手
く行っていないですが、徐々にヒアリングで
も物怖じしなくなり、「今聞かないでいつ聞く

んだ」という学生の気持ちが見えるようになっ
てきています。研修が学生自身の成長につな
がっていると思います。
浅妻●そういう能力は、おそらく就職活動の
時にも非常に効果的に活きて来ますね。就
職にとどまらず、社会活動を営むに際して活
きて来るのではないかなと思いますね。
大貝●研修でせっかく学んで来た成果を、学
内だけではなくて
お世話になった現
地に 持 って 行き、
そこで披露すると
いうことがあっても
良いのではないか
と思います。今回
は、別海ジャンボ
ホタテバーガーが
地域の活性化につ
ながっているのかを考えるためにアンケート
調査を行い、その結果と提案を集計してまと
めたものを 12 月 8 日に釧路公立大学で開催
されたSCANというプレゼン大会で発表しま
した。当日は、会場に別海町役場の方、企
業の方、高校生まで多くの人が来てくれまし
た。発表する時には、学生が驚いていました
が（笑）。
浅妻●それは期待されているということです
ね。
大貝●そういうことだと思います。大会で報
告した内容を修正して報告書を作り、次は現
地で報告会をやりたいと考えています。
浅妻●そういう学生の率直な声が聞けるとい
うのは、とても良いことだと思います。アウト
プットの部分ですよね。学生が学んで来たこ
とをアウトプットするということは、非常に大
事ですね。学生自身の学ぶ活動というのが、
地域経済学科が出来たことをきっかけにして
どう変わったのかということを考えてみたん
です。私が着任したころは、経ゼミ協の活動
がさほど活発ではなかったというイメージが
あるのです。けれども近年では経ゼミ協主催
のプレゼン大会が実施されています。基礎ゼ
ミについては相当なゼミが参加、一部専門ゼ
ミも出ていますよね。また北海道東北ブロッ
ク大会、インゼミにも毎年コンスタントに何ゼ
ミか出場しています。地域研修報告会ではプ
レゼンが必須ですから、地域経済学科が出

来たことが、学生が自発的に学ぶ姿勢を生
み出しているとは言えないでしょうか。

求められる人材を送り出す
小坂●学科新設の背景は先ほど言ったよう
に、元々地域経済の研究者も多いし、学部
の位置づけもそれを前面に出したという事
だったのですが、受験する高校生にとってそ
れがどうかということですね。というのは高
校を訪問し感触を聞いていくと、どうも「地
域」というのにいまいち高校生が乗ってこな
いという状況があり、当初は学生が集まる
んだろうかという心配がありました。そこで、
地域に依拠するということ、地域経済学科の
理念を実践するという意味を込めて「地域の
学生を推薦入学させ、そして卒業したら地元
に帰って活躍してもらおう」という狙いで指
定校推薦をやりました。10年経つのですか
ら検証が必要ですが、相当程度は実現出来
ていると思います。自分の地元にそのまま帰っ
たかどうかは別として、奥尻から来ていた学
生が、帯広の方で就職しているし、北見から
来た学生が西興部村で職員になっているとい
う風に地域指定校で来た学生が地域に帰る
という、当初の狙いの成果は少し見えるのか
なと思っています。
浅妻●指定校に限らず「地域に戻って‥」と
いうことは大きな特徴ではないかと思います
ね。
小坂●地域経済学科は地域研修を含め、当
初狙っていた目的を着実に実現しつつあると
思っています。地域研修では夕張にかなりの
ゼミが入っています。夕張のさまざまな再建
策の中で、職員もかなり給料が下がったり辞
めたりして減っている実情が報告されていま
す。そんな中、テレビを見ていたらどこかで
見た顔の職員が映って対応していて、あれは
ひょっとして私のゼミを卒業した M君じゃな
いかなと思ったら、そうだったのです。もう
25年以上経っていると思うのですけれども、

「卒業生がああいうところで頑張っている」。
そんなこともあります。
浅妻●地域研修に限らず、道内で企業訪問、
自治体訪問をすると本学の OB が多いですよ
ね。頻繁に、課長ですとか役職者の方とお
会いします。いかに本学が、北海道にはなく
てはならない人材を輩出しているというのが

大貝 健二 准教授
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地域研修で別海ジャンボグルメを堪能［大貝ゼミ I］

2012年度 地域研修報告会（2012年12月1日）



良くわかります。
小坂●それが本学の歴史・伝統・強みだから。
それはこれからも活かして、地域研修もそう
いうところに依拠もするし、また私たちも OB
に対して、今の若い力で援護するというか、
そういう関係が出来るということでもありま
す。凄く重要です。
大貝●北海道経済は厳しいと言われるのが
当たり前になっていて、諦めムードが漂って
いる雰囲気を感じます。その中で、やっぱり
地域に根ざした人材というか、自分たちの足
元を直視して、何が問題で、どういう解決プ
ロセスがあるのか、しっかりと提案出来る人
材育成をしていく必要がありますね。そのた
めに場数を踏ませる、換言すれば経験を積
ませる場として地域研修もあります。さらに、
当たり前のことですが、講義やゼミの内容
をもっと充実させていきたいです。同時にま
だまだ私自身も発展途上なので学生とともに
日々成長していきたいと思います。
小坂●大学教育に対して最近強く求められて
いるのが、即戦力養成です。企業や自治体
に入り、すぐにばりばり活動・活躍出来ると
いう意味で即戦力。電話したり、人と交渉す
る能力とか、ある意味普通の人としてやれる
という意味だと思うのですが、そういう力を
つけて卒業してくださいと。地域研修はそう
いう場になると思います。もうひとつ違う意
味合いで人間力といえばよいでしょうか、人
間としての考える力をもつ、どういう場面に
なっても自分で考えて判断出来るような人に

なって卒業してきて欲しいと。そのようなこと
も聞きます。卒業してすぐに役に立つことを、
例えば実学でやってこいという側面と、それ
だけではなく、大学四年間じゃないと出来な
いことをもっとしっかりやって卒業する、そう
いうところが地域経済学科と経済学科という
二つの学科でカバーするということだと思っ
ています。だから地域経済学科は現場に近
い実践的なところでどんどんやっていく。そ
のことをやっていくためにも、経済学部全体
の勉強をしっかりやっていないと、そういう
ことが出来ない。その辺のコラボレーション
がこれからの課題だという気がしています。
浅妻●その意味では、自分がなぜ大学で勉
強するのか、そういう意識がより持ちやすく
なっているのではないかと思います。今の新
カリキュラムの卒業生が、どんどん社会に出
て行くようになれば、より自ら学ぶ姿勢を身
につけた学生が、もっと送り出されて行くの
ではないかと期待したいと思います。

　僕は夕張市の出身なのですが、進学を考えて
いる時に高校の先生から、夕張の研究をされて
いる本学の西村先生の論文を教えてもらい読
んでみたのですが良くわからず、でもそこをもっ
と知りたい、もっと勉強したいと思い受験しま
した。ゼミ選択も、財政破綻した夕張市がどう
したら活性化できるのかなどに興味を持ち、地
域活性化をテーマにしている大貝ゼミを希望し
ました。ゼミⅠの研修は、大貝先生が別海町の
人と知り合う機会があり「是非学生を連れて来
てください」ということから、一次産業に関わ

る取り組みに着目し、ご当地グルメを調査対象
としました。別海町にはジャンボグルメとして、
別海ジャンボホタテバーガーがあります。他に
ジャンボ牛乳やジャンボホッキ丼もあり、実際
食べておいしかったです。酪農だけではなく、
地域に人を呼び込みたいという思いを感じまし
た。現地ではヒアリングとアンケート調査を行
いましたが、調査結果をみると、地域の人に
はあまり浸透していない感じがしましたし、もっ
とPRしたほうがいいと実感しました。いま、こ
れらの研修結果を別海町に手渡したいと思って
論文集作りに取り組んでいるところです。
　

　私は空知の浦臼町出身です。地域経済学科
には地域研修があるのを知りやってみたいと
指定校推薦枠で受験しました。面接のときも
それを話しました。２年生のときの地域研修
は大貝先生と学生側からいくつかの案が出て
プレゼンをして多数決で決めていき、オホーツ
クの紋別市の水産加工業の現場を調査しまし
た。実際に地域研修に行き、思ったようにで
きなくて落ち込みました。とても緊張し、質問
もできなくて大変でした。でも、地域活性化を

どのように進めているのか、どういう取り組み
があるのかが知ることができて面白かったです。
昨年のゼミⅡの高知研修は「自然エネルギーを
利用した街づくりの視察・いなかビジネス」の
視察でしたが、愛媛大学と合同ゼミを行い「こ
れからの地域活性化とは何か」をテーマに研修
とディスカッションを行ないました。とても内容
が濃く、刺激を沢山受けました。

　僕たちのゼミⅠは帯広で、中小企業振興基本
条例がどういう風に企業と関わっているかでし
たが、次年度、ゼミII では研修先の高知県で
高知大学との交流をしました。費用面でも経済
的なハードルが高かったのですが、他の大学と
交流することでアンケート調査などの研究手法
やゼミに取り組む姿勢がすごく勉強になりまし
た。道外に出る事で北海道が別の角度から見え
る事があるので、道外研修は価値があると思い
ます。また今後道外研修にも行きやすくなれば
いいなと思います。地域活性化には意識の高い
人が先頭に立つ事が大事で、社会に出て行くう
えで自分もそういう人間になりたいと思います。
生き甲斐を持ってやっていければと思います。
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econ. 特集 地域経済学科の10 年を語る

阿部翼君●地域経済学科 2年（大貝ゼミⅠ）
内村奈緒さん●地域経済学科３年（大貝ゼミⅡ）

樋口一成君●経済学科４年（大貝ゼミⅢ）

　地域経済学科創立十周年記念講演会第２
回目が、７月の１回目に引き続き11月１日に
福島大学の清水修二教授を講師にお招きし
て行なわれました。
　「福島原発災害と地域の未来」と題して、
福島原発事故、チェルノブイリ原発事故の視
察調査を精力的に取り組んで来られた経験
から「今、福島で起こっていることを知って
欲しい」と、写真を投影しながらお話しいた
だきました。財政学、地方財政論を専門とす
る立場から、原発立地に地域の発展を委ね
ることの危険性に警鐘を鳴らし、今なお放
射能という見えない脅威の中で様々な問題が
人々を苦しめていることを報告、「福島を応
援して欲しい」と訴えました。

座談会で地域経済学科の 10 年を語ってくださった先生方
（左から、大貝先生、小坂先生、浅妻先生）

左から、樋口君、大貝健二先生、阿部君、内村さん

地域経済学科創立10周年記念講演会

地域研修ゼミ生に聞く
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本名青木毅さん 76歳、本学経済
学部の６期生だ。現在 600人のプロ麻雀士を
束ねる、日本プロ麻雀連盟の２代目会長を務
める現役のプロ麻雀士である。

麻雀は明治時代に夏目漱石が随筆の中で
始めて日本に紹介したという中国を発祥とする
テーブルゲームで、2008年に伝来 100年を迎
えた。昭和４年には作家菊池寛によって日本
麻雀連盟が創設され、以来多くの日本人に愛
され、広く普及した娯楽である。現代ではイン
ターネットを使用したオンライン対戦や衛星テ
レビでの対局番組などもあり、灘さんは現役
麻雀士として様 な々場で活躍中だ。

関西での生活が長く、お笑いのよしもとが
制作していた番組にもレギュラー出演していた
という灘さんは、芸能界、スポーツ界の麻雀
愛好家の中では特に知られた存在だ。「先頃
亡くなられた女優の森光子さんも大の麻雀ファ
ン、彼女は高齢になってもしっかりとした発言、
役者活動をされていましたが、麻雀は認知症
や鬱、ストレス解消などにも効果的なんですよ。
脳が非常に活発化するんですね」。まさに灘さ
ん自身にも当てはまり、70歳を過ぎた今も常に
トッププロとして歩み続けているのが何よりの
証明か。
６期生といえば本学草創の頃、ほとんどの

OBの皆さんは現役としての仕事を離れている
だろうが、灘さんに引退の文字はない。むし
ろ活動は拡大し、多方面で活躍している。そ
のひとつに作家活動がある。この２月には双
葉文庫から小説『闘牌の絆』が出版された。
「実は収入の７割は文筆業なんです。麻雀評
論としてスポーツ新聞などへの連載、漫画な
ど様々なコンテンツへの原作提供、小説も手
がける。全て手書きですが月に 800 枚の原稿
を書きますよ」。そして、実はプロの歌手でも
ある。出版界、芸能界などさまざまなお付き
合いの場で披露した歌が音楽界への道も開
いた。レコード会社の専属になり、レコード
や CDを数多く出している。北海道が舞台の
NHKドラマ「すずらん」の映画版では、イメー
ジソングを歌っている。なかなか多彩である。

さて、その灘さんの生い立ちに迫ろう。生ま
れは札幌で父親が国鉄（日本国有鉄道、現
在の JR北海道）に勤務していたため、転勤
に伴い高校時代まで室蘭市で過ごす。子ども
の頃、外遊びの少ない冬、正月になるとよく百
人一首に誘われ、呼ばれた先で大人は麻雀に
興じていたという。この麻雀に興味を持った
のが小学校５年生の時、大人の後ろで観戦し
ルールを覚えてしまったという。とにかく遊び
が好きだった。大人が席を立った時には代わ
りを務める程、すっかり麻雀に魅せられてしま
う。北海道の雪国の風土が一人の麻雀プロを
生んだということになる。

本学に入学後も街に繰り出しては麻雀に熱
中。「でもしっかり単位は取り、ストレートで
卒業できましたよ。親は国鉄に入れたがって
いましたが、はなから就職する気がなかった。
人生の武者修行で、卒業したらどこか地方に
出てみようと思い卒業と同時に札幌を出まし
た。北海道以外の世界も見てみたかった。好
奇心旺盛で、夢見る少年だったんでしょうね。
当時『太陽族』の季節真っ只中、その流れで行っ
ちゃった。体験は小説や漫画の原作に生かさ
れています。縁があって神戸に７年程暮らしま
した。そこで麻雀についての記事を新聞に連
載するようになった。麻雀評論家ですね。また、
そのような同士が集まってできたのが日本プロ
麻雀連盟なんです。ムツゴロウでお馴染みの
畑正憲さんもその一人です。40年来の長い付
き合いですね。彼とは３日間連続の徹夜麻雀
をしたこともありますよ。連盟を作ったのは将
棋、囲碁などと同じようにタイトル賞金で生活
できるような、そんなことを目指して作ったんで
す。プロで生活していく現実は大変ですが、
その先駆けを開いた自負はあります」
そんな灘さんから後輩たちに一言、「遊んで

苦しめ」。遊びの中から多くの経験を積み、生
き甲斐を持った人生を歩んで欲しいという。
インタビュー中、何度も取材打ち合わせの

電話が入るほど多忙な日々を送っている灘さ
ん、まだまだ多面人生が続きそうだ。

「麻雀という競技は、運があ
るから大変ですよね。必勝法
はあるのですか」
ある時、麻雀を通して知り

合った野球の王貞治さんに尋
ねられた灘さん。「勝ちたいと
思ったら対局に全神経をかたむ
け、集中することです。気力し
かありません。運やツキは存在
するでしょうが、それを呼び込
むような、または超越するよ
うな集中力が必要ですね。
それが必勝につながるんで
しょうね」
灘麻太郎（ペンネーム）さん、

灘 麻太郎さん（本名 青木毅さん）
なだ　あさたろう

●  灘さんの CD（キングレコード発売）と
2月に出版された双葉文庫

econ. OB 訪問 働きマン

高校の同窓会で会った後輩に誘われ一昨年の本学同窓会「 同窓の夕べ」に参加、大きく変
わった大学の様子に驚いたという灘さん。本学卒業生の中でも異色の経歴の持ち主だ。

profile
1937年	 札幌市生まれ
1955年	 	室蘭栄高等学校卒業、本学経済学部経済

学科入学
1959年	 本学卒業後札幌を出る
1981年	 	日本プロ麻雀連盟設立に参加、現在２代

目会長

６期生（1959年卒）の卒
業アルバムから灘（青木）
さんのD組集合写真

北海道の風土が人生を決める

プロ 600人の頂点は、
まさに人生のトッププロ

作家、歌手、そしてプロ麻雀士。
いくつもの顔を持つ人生の達人



経済学部では組織的教育実践の一環として、基礎ゼミナールを
対象に「貿易ゲーム」を開催しました。事前の講義、実際のゲー
ム、振り返りと３回にわたっての実施でした。

この特別授業で学生が模擬的に体験する中心的主題は、世界経
済の成長のありかたです。あらかじめ各ゼミから選出された実行
委員が運営を担いながら、各ゼミが架空の国を演じゲームを進行
しました。受講した学生の多くは夢中になって取り組んでいたよ
うです。

ゲームの設定や進行が現実の世界の動きをどのように象徴して
いるのか、などディスカッションを行なうことで、参加学生には、
世界経済における不均等発展や貧困といった現代グローバリゼー
ションにともなう問題や、人間開発のための国際的共同行動の重
要性などについて思考を深める機会が提供されました。本年度が
はじめての試みでしたが、多くの点で有意義な演習が実現された
と思われます。

2012年11月12日、13日、15日、16日の基礎ゼミナールの時間を
使って、経済学部１年生対象の「ゼミ説明会」が開催され、経済
学部教務委員がゼミ選択の新しい手続きについて説明しました。

経済学部生は、これまで受験時に「経済学科」か「地域経済学
科」かを選択していましたが、今年度の２年生から、２年次に
なってどのゼミに所属するかでどちらの学科に所属するかを決め
られるようになりました。この制度は、２年次にどちらの学科に
所属するにせよ、１年生には経済学部基礎科目や、統計・情報、
理論、歴史など経済学の基礎をじっくりと学んで、自分がどんな
分野に興味を持っているかを考えてほしいということを意図して
います。両学科には ３つずつ、併せて６つのコースが設けられ
ていますが、学生は、自分の問題関心にしたがって、コースを選
択することになります。いままでの先輩とは違った、新しく導入
された制度なので、１年生たちは、とまどいつつ真剣に説明を聞
いていました。

本年で４回目を迎えた経済学部プレゼン大会が、11月17日㈯ 
12：40～16：25に開催され、３つの会場に分かれて基礎ゼミの27
グループがプレゼンを披露しました。各会場二人の教員が審査員
となり、情報収集力、理論性、着眼点、プレゼン力、質問力の五
つの評価の指標にもとづいて点数をつけて競い合うという形式で
行われました。

ひとつの分科会では、「オリンピックがもたらすものとは」
「学生の就職意識」「再生可能エネルギーについて」「ファスト
フードについて」「お金の正しい使い方：資産運用とは」「就職
活動の問題点：若者の雇用確保とワークシェアリング」「アイス
と気温の関係」「アフリカの飢餓」「婚活の種類」とテーマが多
岐にわたり、手近な問題から人類的課題まで多彩なものでした。
展開に工夫を凝らし、身振り手振りのパフォーマンスなど発表の
仕方も個性的で、正確な実証と論証に磨きがかかるとさらにレベ
ルアップすると思われました。
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econ. News 1
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ゼミ説明会がおこなわれるプレゼン大会、今年も開催される

「貿易ゲーム」を開催



私が大学に進学したのは1983年で、当時
女子の4年制大学への進学率はわずか12％
で（男子36％）、多くの女子高生は優秀でも短
大に進学する時代でした。進学した茨城県立
下館第一高校の政治経済の先生の影響で北
海道大学にあこがれて入学し、教育学部で卒
論を書いた時に何を勘違いしたのか｢もっと
勉強したい」と思い、大学院に進みました。大
学院では機械や金属加工中小企業の人材育
成（企業内教育や公的職業訓練）をテーマに
札幌、小樽を中心に調査研究に明け暮れまし
た。50㏄の原付バイクで工業団地の中小企業
に通う日が続きました。

そんな私に転機が訪れたのは1993年の博
士課程3年の時に妊娠し結婚したことです。当
時はまだ「でき婚」という言葉もなかったと思
います。当時の大学院では「就職は男性院生
が先」という考えの先生が多く、女性の院生に
はDC10（博士課程10年目）という人もいて、自
分の就職はまだまだ先と思っていたので、時間
の融通が利く学生のうちに子育てをしようと
決意しました。1994年6月に無事上の娘を天使
病院で出産しました。

出産後は8週で北大保育園「こどもの園」に
子どもを預け、自分は大学院に行って勉強し、
非常勤講師のアルバイトにも通いました。こ
この保育士さんには本当にお世話になりまし
た。実家が本州なので初めての子育てに不安
も大きかったのですが、精神的にも支えてもら
いました。娘も中央ローンや農場をお散歩させ
てもらって伸び伸びと育ちました。

次の転機は意外にもすぐやってきました。
1995年3月1日に釧路公立大学の経済学部長
から「来月から社会政策担当教員として来て
もらえないか」という電話をもらったのです。

「今就職しないと自分は一生就職できない」と
思い、とにかく生後10か月の娘を連れて二人
で釧路に行くことを決心しました。夫は札幌で
勤務していたので単身居残りでした。

今でも経済学部は女性の教員が少ないで
すが、公立大学で女性の専任教員は私が初め
てでした。ですから今では当たり前になってい
る旧姓使用の手続きや子どもが病気の時の
有給休暇の取得等では嫌な思いもずいぶんさ
せられました。

初めて担当する授業と子育てのストレスで１
か月近く熱が下がらないこともありましたが、
1996年春には夫が釧路に転勤になり、97年に
は下の子を釧路で出産しました。

ログラムを策定する補助金を受けることにな
り、その基礎研究を公立大学の地域経済研究
所が行うことになったのです。私はこの時シン
グルマザー400人へのアンケートと40人の聞き
取り調査を自分で設計して行いました。この調
査でそれまでほとんど調査対象とされなかっ
た生活保護受給者の生活実態を明らかにす
ることができたのです。

この時も調査対象のお母さんたちに信用し
てもらえたのは私が母親だからです。「保護を
もらって楽している」、「子どもを虐待している」
という誤ったマスコミのイメージを真に受けて
いる人が多いと思いますが、必死に貧しい生
活の中で再就職のための活動をしたり、子育
てに追われたりしている人がほとんどでした。
面接調査しながらお母さんと二人であまりの
悲惨な生活に泣いたこともあります。それは表
面的なアンケート調査ではわからないお母さ
んたちの生活実態でした。

私はこの調査の後、女性が自立できる社会
をつくるために役立ちたいとさらに強く思うよ
うになりました。それはシングルマザーとその
子どものためでもあり、これから社会に出る自
分の娘のためでもあります。女性の中には（男
性もですが）自分だけが安定することを目標に
している人もいます。しかし、北海学園で私が
今仕事を続けられているのも家族のお蔭です
し、周りに私を助けてくれる人がたくさんいる
からです。私が調査で心がけているのは、ただ
話を聞くだけでなく相手にとって有益な情報
を伝えることです。多様な人々の中で、学生の
皆さんも社会の中で生きる、生かされる自分を
見つけてほしいと思います。

多様な人 と々共に生きる
自分を見つけよう!!

出産や子育てを自分のキャリアにマイナス
と考える女性もいますが、私はむしろ得難い
経験をできたと娘たちに感謝しています。私は
2人とも産後8週で保育園に預け、研究に復帰
しました。体力的にしんどいと思ったこともあ
りますが、むしろダラダラと仕事をすることは
なくなり何事も効率的に進めるようになりまし
た。確かに机に向かう時間は減りましたが、反
対に保育園や学校のＰＴＡ活動等でお母さん
たちや先生たちと話をすることは、調査と違っ
て一時的な関係ではないので、労働者の本当
の生活を肌で感じ取ることができました。本を
読むだけが研究じゃない、私は毎日の生活の
中から研究に生かせることを積み上げていけ
ばいいと割り切ることにしました。

そんな中で2004年に釧路市が厚生労働省
の生活保護受給母子世帯の母の自立支援プ

7econ. 私の履歴書

実家に娘と里帰り（1996年夏）
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12年間の学生時代

子どもと二人釧路へ…

｢共生社会」に向けて

ゼミの学生たちと中囿先生（前列中央）

生活保護受給母子世帯の調査

経歴 主な研究業績･著書

なかぞの きりよ

経済学部地域経済学科教授

１９８８年	 北海道大学教育学部卒業
１９９５年	 北海道大学教育学研究科博士課程単位取得退学
１９９５年	 	釧路公立大学経済学部講師（社会政策、労働経済

論担当）
１９９８年	 	釧路公立大学経済学部助教授（社会保障論、労働

政策、労働経済論担当）
２００１年	 北海道大学より博士号（教育学）を授与
２００５年	 	釧路公立大学経済学部教授（社会保障論、労働政

策、労働経済論担当）
２０１２年	 北海学園大学経済学部教授（社会保障論担当）

『生活保護受給母子世帯の自立支援に関する基礎的研究—釧路市を事例に—研
究報告書』（釧路公立大学地域経済研究センター）２００６年*共著
『利用しやすく自立しやすい生活保護自立支援プログラムの活用①	策定と援助』（山
吹書店）２００６年*共著
『母子家庭の母への就労支援に関する研究』（日本労働政策研究・研修機構	労働
政策研究報告書No.101）２００８年*共著
『釧路公立大学地域研究』第１９号「母子家庭の母の当事者団体における就業支
援の意味—札幌市母子寡婦福祉連合会を事例に—」2010年
『就労支援』（ミネルヴァ書房）２０１０年*共著
釧路公立大学紀要『社会科学研究』第24号「生活保護受給者に対する就労支援
の意義—「釧路モデル」における雇用と福祉の連携の課題—」2012年

［社会保障論］

【私の履歴書】
中囿 桐代



1月16日㈬４講目に小林淑憲ゼミナールで、NIE（Newspaper in 
Education）の特別講義として、日本経済新聞社による本年度２回
目の「日経セミナー」が行われました。前回（平成24年10月29日）
は主として就職活動に関連づけて新聞の読み方を中心にお話し頂き
ましたが、今回のテーマは面接対策が中心でした。就活を始めたば
かりの学生の多くは、面接の受け方が分からないという悩みを抱え
ています。そこで、そもそも企業はなぜ面接をするのか、といった
根本的な問題から説き起こし、仕事ができる人材とはどのような人
か、自分を面接官にどう伝えられるか、面接官は圧迫面接で何を見
ようとしているかなど、面接を受けようとするときに考えておきた
い問題とその答えが目白押しというセミナーでした。講演は１時間
ほどで終わりましたが、その後、学生から相次いで質問が飛びだし、
充実したセミナーを経験できました。

2012年11月20日に中米・グアティマラのNPO「社会心理行動と
共同体研究グループ（ECAP）」のアリシア・ラミレスさんを招き、
講演していただきました。グアティマラでは、1996年まで続いた内
戦中に兵士らによる性暴力被害を受けた女性たちがいま、加害責任
の追及に立ち上がっています。偏見や差別などの困難に立ち向かい、
自らの尊厳回復を求める彼女たちの活動を支える現地NGOの取り
組みは、被害を告発する民衆法廷を皮切りに、刑事裁判の実現へと
結びつきました。同時にこの活動は、被害女性たちのメンタルケア
にも重点が置かれています。

本学では、2010年の民衆法廷直前にも同NPOの方に講演をいた
だき、今回はその後の報告でもありました。定点観測的に問題を認
識することは、重要であり、大学ならではの取り組みです。このよ
うな現状や活動の紹介に、参加した学生・市民は熱心に耳を傾け、
多くの質問が出されました。中には、今後の経過にも注目したいと
いう意見もありました。

北海学園大学エコン 検索

［平成 25 年 1 月 16 日］1 部ゼミナール ［平成 24 年 11 月 20 日］特別講演会

上田文雄札幌市長をゲストにお招きし、「市政を考える、コーケ
イヤクを考える」と題した公開授業を行った。いま全国の自治体に
おいて、自治体が発注する仕事の「値崩れ」が起きている。背景には、
自治体の財政難ももちろんあるが、最小の経費で最大の効果が自治
体にはそもそも求められること（「地方自治法」）、あるいは、官か
ら民へという積極的な「改革（官製市場改革）」がある。安くて何
が悪いのか？税金が安くすんでよいのでは？と思われるかもしれな
いが、ことはそう簡単ではない。結局それは、そこで働いている人
たちの賃金・労働条件の悪化をもたらしてしまうからだ。官がワー
キングプアをつくりだしている（官製ワーキングプア）という問題
である。札幌市がいま制定を目指している公契約条例はこうした問
題に歯止めをかけ、地域経済や自治体財政の改善をねらいとしてい
る。市民一人一人が自らの課題として考えてもらいたいという市長
のメッセージを学生たちはしっかり受け止めていた。

熱心に講義を聴くゼミ生たち 会場ではグアティマラの工芸品なども紹介された。右はアリシアさんを囲んで、通
訳の新川さん、本学森下経済学部長と平野准教授との記念写真

仕事に就けない、就けても非正規雇用（ワーキングプア）だった
り、ブラック企業で過重労働に追い込まれたり。若者の雇用・労働
をめぐる問題がこれでもかこれでもかと言わんばかりに報道で流れ
ている。それに対して、どんな対処の仕方があるだろうかと学生に
問えば、思いつくのは、政治による規制（労働政策）だろうけれど
も、じつは、労働組合という道がある。そのことは中学や高校の授
業でも習っているはずだが、実際には学生には縁遠い世界だ。そこ
で、残業代未払いに長時間労働という職場の現状に悩み、労働組合
にたどりつき、仲間たちと一緒に（カタイ言葉でいえば集団的労使
関係のもとで）職場を改善している当事者（札幌地域労組）を授業
にお招きし、今日の職場労働の実態と労働組合の意義をお話しして
もらった。題して「若者と労働組合が出会うとき―その意義と可能
性を考える」。学生たちは自らの将来と重ね合わせ、話に真剣に聞
き入っていた。
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小林淑憲ゼミNIE特別講義 グアティマラ・マヤ先住民族女性の声
「沈黙を破って」

労働経済論で公開授業がおこなわれる

〈公開授業❶〉『 上田文雄市長と、大学生が
市政を考える コーケイヤクを考える 公開授業』

〈公開授業❷〉 『「団結剣」若者と労働組合が出会うとき
─その意義と可能性を考える』

※なお、いずれの授業も「記録」をとりまとめて以下に掲載しています。
　▶ http://www.econ.hokkai-s-u.ac.jp/~masanori/index

　［❶平成 24 年 7 月 25 日・❷平成 24 年 11 月 28 日］


